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写真：ウィキメディア・コモンズ より 

 ２００５年に山形県庄内町でＪＲ羽越本線の特急列車が脱線し、乗客５人が死亡、３３人が重軽傷を負

った事故から１２月２５日で２０年となりました。事故から２０年が経過し、事故を知らない多くの組合

員・ 若手社員がＪＲ東日本やグループ会社に入社し、業務に従事しています。 

 ２０２５年３月のダイヤ改正において、首都圏では常磐緩行線と南武線はワンマン運転（運転士の１人

乗務）となり、中央快速線は、グリーン車が導入されて１０両から１２両となりました。また、要員不足で

毎日のように休日出勤がある中、ジョブローテション施策による強制配転や相互運用（兼務）等によ

り、職務が複務化され、毎日目まぐるしく変化する職務に真剣に向き合っています。 

 そのような現状で、鉄道・バスを中心とした輸送サービスに携わる私たちは、事故を教訓に、「何を大

切にするべきか」「何を守るべきか」をあらためて明確にすることが必要です。遺族の方から「２０年と

いう歳月はたったが、心の中では『あの時から時間が止まっている』」という厳しい声が寄せられてい

ます。 

 私たちＪＴＳＵは、 組合員と若手社員の皆さんと共に、私たちの業務を捉え返し、公共交通機関であ

るＪＲ東日本会社の社会的使命と役割を明確にし、利用する乗客の皆さんが「私たちに何を求めている

のか」を自覚しなければなりません。そして、期待と負託に応えられるＪＲ東日本会社と職場をつくり上

げるために、今こそ声を上げていきましょう。 

羽越本線脱線事故から２０年 

業務を捉え返し、社会的使命と役割を明確にしよう 


